
第２回 五泉市総合計画市民まちづくり会議 
 

次  第 
 

 

日時：令和７年８月 21 日（木）10：00～ 

会場：市役所 ４階 ４０１会議室 

 

 

１ 開 会（５分） 

 

２ あいさつ（５分） 

 

３ 説 明（15 分） 
 
① 五泉市の人口動向・アンケート調査について  【資料１】 

② 市民まちづくり会議の今後の予定について   【資料２】 

③ 本日の作業について      【資料３】 

 

 

４ 作業その１「現行計画の主な施策の検証」（45 分） 
 

・各自が任意の施策を選定し、成果や課題等を個別に評価 

・テーブルメンバーどうしで各自の意見を紹介し、共有 

 

 

５ 作業その２「新計画のキーワード、フレーズの検討」（30 分）【資料４】 

・五泉市の魅力・特徴・推し、五泉らしい（相応しい）ワードなどを検討 

・新しい将来像（キャッチフレーズ）や基本政策（テーマ）を検討 

 

 

６ その他（３分） 

 

 

７ 閉 会（２分） 



第２回 五泉市総合計画市民まちづくり会議 

＜参加者名簿＞                ◎：会長、○：副会長 

No 所 属 等 氏 名 班 出欠 

1 五泉商工会議所  吉田 紀子 Ｄ  

2 村松商工会  今井 将人 E  

3 五泉織物工業協同組合  横野 恒明 Ｄ  

4 五泉ニット工業協同組合  桜井 洋一 E  

5 五泉市観光協会  早福 亮 Ｄ  

6 咲花温泉観光協会  岡崎 昭彦 E 欠 

7 五泉市建設業協会  横山 昇 E  

8 五泉地区認定農業者会  松澤 克 E  

9 村松地区認定農業者会議  松尾 一 Ｄ  

10 新潟県新潟地域振興局  加口 智一 Ｃ  

11 五泉市校長会  小野 裕子 Ｂ  

12 PTA 連絡協議会  小野澤 康洋 A  

13 五泉市文化協会  石川 史嗣 A  

14 五泉市スポーツ協会  大樌 彰吉 Ｂ  

15 新潟大学農学部  〇長谷川 英夫 Ｄ 欠 

16 新潟医療福祉大学  ◎丸田 秋男 A  

17 開志専門職大学  藤巻 佐和子 Ｃ  

18 五泉市金融団・村松金融団  渡部 良 Ｃ  

19 連合五泉支部  阿部 洋志 Ｄ  

20 株式会社新潟日報社  阿部 慎一 Ｃ  

21 新津五泉不動産業協会  髙岡 壱郎 A  

22 母子保健推進員の会  長谷川 智美 Ｂ  

23 障がい者総合支援協議会  見原 真 Ｂ  

24 老人クラブ連合会  熊倉 信昭 Ｂ  

25 五泉阿賀青年会議所  長谷川 祐哉 Ｃ  

26 公募委員  高橋 哲 A  

27 公募委員  原 健一 E  

     

※順不同・敬称略 
   



第２回 五泉市総合計画市民まちづくり会議

令和７年８月21日（木）

五泉市企画政策課

・五泉市の人口動向

・アンケート調査結果

資 料 １



①五泉市の人口動向（これまでの推移・今後の予測）

2

・S60をピークに人口が減少。R2以降の30年で人口が半分近く減少するおそ

れ。

図1-1 総人口と年齢3区分別人口の推移



①五泉市の人口動向（出生数・合計特殊出生率）

3

・出生数は年々減少。合計特殊出生率も低下し、Ｒ５は1.14。

図2-1 出生数と合計特殊出生率の推移
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①五泉市の人口動向（社会動態：転入と転出）

4

・転出数が転入数を上回る「転出超過」が続き、人口の社会減少が常態化。

図3-1 転入数と転出数の推移



①五泉市の人口動向（人口の移動先）

5

・転入先は新潟市などの近隣都市。転出先は新潟市・長岡市・上越市など。

図3-3  県内の移動の分布 図3-4  県内・県外の移動の分布



6

②五泉市の人口動向（国・県の方針）

国の方針

県の方針

地方創生１．０「人口減少・地域経済縮小の克服」を見直す
▼
地方創生2.0基本構想（Ｒ７．６．１３閣議決定）
「人口減少が続くことを正面から受け止め、適応策を講じる」

新潟県総合計画（R7～R14）

「人口の定常化を実現するとともに、少ない人口であっても成長力
のある持続可能な社会を構築する将来展望を掲げて重要課題への
対応に取り組む」



65.4%

62.0%

34.0%

23.8%

17.1%

12.9%

10.2%

6.7%

6.3%

4.9%

自然が豊か

災害が少ない

犯罪が少ない

農林水産物に恵まれ食が豊か

買い物が便利

人情がある

道路などの生活基盤が整っている

安心して子育てができる

集落や町内会組織が充実している

医療施設や福祉サービスが整っている

0% 20% 40% 60% 80%

（n=735）

五泉市が住みやすい理由

73.2%

41.0%

34.3%

28.1%

23.6%

19.5%

14.0%

10.8%

8.0%

7.8%

交通の便がよくない

魅力ある働く場が少ない

老後の生活が不安

買い物に不便

娯楽やレジャー施設が少ない

医療施設や福祉サービスが不十分

子育てしにくい環境

行政サービスが不十分である

スポーツ・レクリエーション施設が不十分

道路などの生活基盤が不十分

0% 20% 40% 60% 80%

（n=437）

五泉市が住みにくい理由

とても住みやすい

8.3%

どちらかと言え

ば住みやすい

50.2%

やや住みにくい

28.7%

とても住みにくい

6.1%

わからない

5.1%

無回答

1.6%

五泉市の住みやすさ

（n=1256）

③１市民アンケート結果（前回実施）

7

五泉市は「とても住みやすい」または「ど

ちらかといえば住みやすい」とする比率が

58.5％。

住みやすい理由は「自然が豊か」「災害

が少ない」など。

58.5％



土地や家があるから

35.8%

家族がいるから

25.5%

現在の生活に満足して

いるから

19.3%

仕事があるから

13.2%

学校があるから

3.1%

その他

1.2%

無回答

1.4%
無効

0.4%

居住理由

（n=1063）

現在の生活に

不満があるか

ら

38.6%

市外で仕事の予定（仕

事をしたい）があるから

34.6%

仕事の都合で

一時的に五泉

市に住んでいる

だけだから

6.3%

市外に進学の予定（進学

したい）があるから

5.5%

その他

14.2%

無回答

0.8%

転出理由

（n=182）

これからもずっ

と住み続けた

い

45.2%

当分は住み続

けたい

37.6%

一時的に市外

へ引っ越すが、

将来は五泉市

に戻ってきたい

1.8%

おそらく市外に引っ越

すことになる

6.9%

市外に引っ越したい

7.6%

無回答

0.9%

今後の居住意向

（n=1256）

③１市民アンケート結果（前回実施）

8

五泉市に「これからも住み続けたい」ま

たは「当分は住み続けたい」とする比率

は82.8％。

理由は「土地や家があるから」が最も

多い。

82.8％



45.5%

42.4%

28.8%

27.3%

25.8%

24.2%

21.2%

18.2%

1.5%

3.0%

子育て環境

日常生活の利便性（買い物など）

気候（雪など）

医療・福祉（病院・福祉施設など）

仕事（就業場所など）

住居環境（土地・住宅など）

転入先の人間関係

公共交通の利便性

車の運転技術

その他

0% 20% 40% 60%

（n=66）

転入前に不安に感じていたこと

31.8%

28.8%

21.2%

15.2%

12.1%

4.5%

4.5%

4.5%

3.0%

4.5%

住宅取得・家賃等の補助金があったため

仕事の関係

五泉に住みたかったため

親の近くに住むため

親等と同居するため

立地条件から

土地が安価だったため

出身地のため

子どもの進路、育児上の理由

その他

0% 10% 20% 30% 40%転入の理由

（n=66）

59.1%

21.2%

15.2%

12.1%

6.1%

1.5%

自分もしくは配偶者の出身地である

特に関わりはない

親戚や知人が住んでいる（いた）

通勤や通学で来たことがある

以前、住んでいたことがある

その他

0% 20% 40% 60%

（n=66）

転入前の五泉市との関わり

③１市民アンケート結果（前回実施）

9

転入の理由は「住宅や家賃の補助金

があった」や「仕事の関係」が多い。

転入前の五泉市との関わりは「自分

もしくは配偶者の出身」が多い。

転入前に不安に感じていたことは、

「子育て環境」や「日常生活の利便性」。



③２市外居住者アンケート結果（R7.7実施）

10

問1 この１年間で、どの程度五泉市に行きましたか（１つ）。

問２ 主にどのような理由で、五泉市と関わっていますか（３つまで）。

64％



③２市外居住者アンケート結果（R7.7実施）

11

問３五泉市にどのような印象を持っていますか（２つまで）。

問４ お住まいの市町村と比べて、五泉市で魅力的だと思う観光資源は何だと

思いますか（３つまで）。



③２市外居住者アンケート結果（R7.7実施）

12

問５五泉市の情報を得るときに主に何を利用していますか（３つまで）。



第３次五泉市総合計画（前期基本計画） 五泉市総合計画市民まちづくり会議 

 

五泉市市民まちづくり会議開催予定 

回 開催日 目的・テーマ 備 考 

１ 

令和７年 

7/16 

（水） 

・令和６年度総合戦略の検証  

２ 

令和７年 

8/21 

（木） 

・これまでの取り組みの検証と新計画策定に向けて 

①現行総合計画の検証 

②新総合計画（基本構想）への提案 
コンサルタント１ 

３ 11/中旬 

・新総合計画基本構想案について 

①構成、将来像、将来指標等に関する意見 

②新総合計画の重点政策 

コンサルタント２ 

４ 
令和８年 

５/中旬 

・新総合計画基本構想案の確認 

・基本計画について 

①基本構想に関する内容の確認 

②基本計画（施策、取り組み）に関する意見１ 

コンサルタント３ 

５ ５/下旬 
・基本計画について 

①基本計画に関する意見２ 
コンサルタント４ 

６ ７/中旬 ・令和７年度総合戦略の検証  

７ 11/中旬 

・計画案（全体）の確認 

①計画に関する意見収集 

②適切な進行管理を行うために 

コンサルタント５ 

 

資料２ 



 

第２回 五泉市総合計画市民まちづくり会議の進め方 

 

今回の市民まちづくり会議では、以下２種類の作業を行います。 

 

作業１．現行計画の主な施策の検証 

作業２．新計画のキーワード、フレーズの検討 

 

作業１．現行計画の主な施策の検証（約 45 分） 

①「作業シート１」に、現行計画の評価を記載してもらいます。 

○右上の「委員 NO.」にご自分の名簿番号を記載してください。 

○現行総合計画概要版に記載される 50 種類の施策（p4,5 参照：具体的記載は p6～11）

の中から、まずご自身の専門とされる分野や最も興味がある分野１施策を選び、「評価でき

る点」、「評価できない点」、「今後の提案」などを思うままに記載してください。 

○参考資料として五泉市の人口の状況やアンケート調査結果等【資料１】もご覧ください。 

○記入に際しては、赤文字の「記入例」を参考にしてください。全ての空欄を埋める必要は

ありません。 

②すべてのグループで出ていなかった施策をグループごとに割り振ります。割り振られた施

策からもう１施策選んで１回目と同じように作業シートに記載してください。 

③記載した内容を、グループ内で共有しましょう。グループ内で補足意見などが出たら、そ

の内容も追加しましょう。 

④時間が残っていたら、全グループで全く評価が出なかった施策に対して意見交換を行いま

す。 

 

作業２．新計画のキーワード、フレーズの検討（約 30 分） 

①「◆新計画のキーワード、フレーズ」欄に、五泉市の魅力・特徴・推し、五泉らしいこと

ばをピンク色のふせんに書き出してください。思い当たるものを全て記載するつもりで記

載してみてください。また、将来の理想的な五泉市のイメージを考えてみてください。 

●記載した内容を大判用紙に張り付け、グループ内で共有しましょう。 

②１.グループ内で出たキーワードを参考にしながら、「②１.将来像」に使用したい言葉やキ

ーワードを用いたキャッチフレーズを考えて、黄色の付箋に書き出してください。部分的

な言い回しなどでも構いません。 

②２.「②２.基本政策（テーマ）」に使いたい言葉を緑色の付箋に記載してください。 

 「①１.将来像」を達成するために必要だと思うテーマを出していきましょう。 

●記載した内容を、グループ内で共有しましょう。グループ内で案をまとめても構いませ

ん。 

資料３ 



参考:他自治体の将来都市像

1

自 治 体 将来都市像（キャッチフレーズ）

第２次五泉市総合計画 ずっと五泉。 ～次の一歩をともに未来へ～

新潟県総合計画 住んでよし、訪れてよしの新潟県

新潟市総合計画
田園の恵みを感じながら 心豊かに暮らせる

日本海拠点都市

長岡市総合計画 前より前へ！ 長岡 志を未来に活かし輝き続けるまち

上越市第７次総合計画 暮らしやすく、希望あふれるまち 上越

新発田市 まちづくり総合計画 住みよいまち日本一 健康田園文化都市・しばた

三条市総合計画
豊かな自然に恵まれた 歴史と文化の息づく

創意にみちた ものづくりのまち

■他自治体の将来都市像

資 料 ４



■作業シート１                     委員ＮＯ．   
 

◆現行計画の評価（記入例） 

 

◆施策項目別の現状分析 

 ご意見等（これまでの状況について思うこと） 

評価できる点 
・タブレットの普及により、授業が分かりやすく楽しくなっている様子 

・いじめや登校拒否が減少している 

評価できない点 

この分野の課題 

・通学路の危険個所が改善されていない 

・学校と地域が協働した活動が少ない、減少している 

提案 
（○○したら、もっと良

くなる） 

・ふるさとに愛着と誇りを持たせる教育に力を入れて地元に残る若者を増

やす 

その他 
・地元をよく知る高齢者を講師として招き、ふるさとの魅力や良さを学ぶよ

うな仕組みはできないか 

 

 

 

 

■作業シート１                     委員ＮＯ．   
 

◆現行計画の評価 １ 

 

◆施策項目別の現状分析 

 ご意見等（これまでの状況について思うこと） 

評価できる点  

評価できない点 

この分野の課題 
 

提案 
（○○したら、もっと良

くなる） 
 

その他  

 

施策番号：１ 施策名（最初の単語等）： 生きる力 

施策番号：  施策名（最初の単語等）：  



■作業シート２                             班 
 

①新計画のキーワード、フレーズ 

 

②キャッチフレーズなどの提案 

 提 案 等 

②１.将来像 

（キャッチフレーズ） 

・「ずっと五泉。～次の一歩を、ともに未来へ～」に変わる新しい将来像（キャッチフレー

ズ） 

 

②２.基本政策 

（テーマ） 

・「５つの泉」に変わる新しい基本政策（テーマ） 

 

その他 
 

 

□新計画のキーワードやフレーズ 

・五泉市の魅力・特徴・推し、五泉らしい（相応しい）ワードなどを記載 

例：花（桜、チューリップ、牡丹…） 

農産物（里芋、レンコン、米…） 

繊維、織物、ニット 

食、歴史、温泉、きれいな水、菅名岳、肥沃な土地、ラポルテ… 

いずみちゃん、ひゃんで 


